
[日 時]

[会 場]

聴講無料

●

お問い合わせ

専門家がわかりやすくお話します

150名
（詳細は裏面を
ご覧ください） いわき市総合保健福祉センター

（内郷高坂町四方木田191）

●

保健所総務課放射線健康管理センター 電話 0246(27)8560

考えてみよう ～科学技術のリスクと規制～

講師：神田 玲子 氏 (放射線医学総合研究所 放射線防護情報統合センター長）

ちょっと不安？ ～食べようか悩んだときに～

講師：田上 恵子 氏 (放射線医学総合研究所 福島再生支援本部

環境移行パラメータ研究チームリーダー）

～リスクの考え方や食べ物の放射線～

2019年１月２７日 13：30～16：00
（13：00開場）

日

いわき市
http://www.nirs.qst.go.jp/http://www.city.iwaki.lg.jp/

主催

https://www.facebook.com/city.iwaki.jp/
https://www.facebook.com/city.iwaki.jp/


FAX送信票（講演会参加申込書）

参加者氏名（4名以上の場合は電話でお申込みください）

連絡先

上記のとおり申し込みます。

いわき市保健所総務課 宛 ＦＡＸ ０２４６（２７）８５６１

考えてみよう ～科学技術のリスクと規制～

リスクと聞くと危険なことだと思いがちですが、リスクがある＝危険というわけではありま
せん。

科学技術を利用する際には、人間へのメリット（利益）は最大限に、リスクやデメリット（不
利益）は最小限になるようにルールが作られます。

講演では、交通機関や化学物質、放射線の利用について、皆さんの意見を伺いながら、
科学技術がもたらすメリットとリスクやデメリット、その規制について考えます。

ちょっと不安？ ～食べようか悩んだときに～
家庭菜園の採れたて野菜や、頂いた野菜、福島県産のお米や果物。
おいしそうだけど、放射線量は大丈夫…？子どもに食べさせるのは…？と気にしている方
も、気にしていない方も。

改めて、食品中の放射性物質の基準値の意味や成り立ち、身近な食材の「今」のセシウ
ムや人体への影響の有無、そして調理加工の効果について、一緒に考えてみませんか？

－ 各講演ともに講演40分、質疑20分の時間配分となります －

申込みについて

座席を確保するため、事前にお申込みください。
＊申込みなしの場合は先着順でのご案内となり、満席等で参加いただけない場合があります。

電話で

ネットで

FAXで

（２７）８５６０（保健所総務課放射線健康管理センター）

いわき市かんたん申請・申込システム➡

下のFAX送信票をご利用ください


